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最近 、西安周辺 をは じめ として 中国各地の唐 代の史蹟についての調査 、研 究を精力

的に続 けてお られ る愛宕元氏が、京都大学学術出版 会か ら 『遊城南記/訪 古遊記』 を

刊行 された。タイ トル にもあ るとお り、宋 の張礼 の 「遊城南記」、明の趙嬌 の 「訪古遊

記」の訳注 を中心 に、明の王九思 と都穆 の2篇 の 「遊 終南記」 の訳注 と解説 を付 され

たもので ある。訳註 には、愛宕氏の現地調査 に基づ くデー タ も多 く含 まれ ている。筆

者 は唐代 を研究の フィール ドとす る者 ではないが、13,14世 紀史料研究 とい う視点か

らも、 この訳註は注 目に値 す る文献 である ことか ら、そ ういった角度か ら本書 を紹介

してみたい。

さて、本 書の中心 となっている2編 の うち、「遊城南記」は、愛宕氏の解 説に よる と、

撰者 の張札 が元祐 元年(1086)の 閏2月 に長安南郊の史蹟 を探訪 した際の紀行 で ある。

北宋時代の文献であ るか ら、我 々のテーマで ある金元時代の文物 についての記述がな

い ことは言 うまで もない し、後代 にな って金元時代の史蹟 として重要 になる場所(た

とえば楼観台)に つ いても、撰者張札 の足 は及んでいない。 また、文 中の 「続 注」 と題

され た部分 は金末 元初 の人 の手 になるこ とを、愛宕氏が考証 されてい るが、そ こにも

我 々の関心 とつながる情報 はあま りない。 したがって、我 々のテーマ である13,14世

紀 の史料 ・文物 と 「遊城南記」 との直接の関係 は薄いが、あま り語 られ ることのない

宋代 の西安地域 の状況や 、当時存在 した文物、お よびその環境 を知 るための文献 と し

ては有用 なものである。

一方
、「訪古遊記」で あるが、撰者 の趙嬌 は、明代の代表的な石刻 書の1つ であ る 『石

墨鋸華』の撰者で もある。彼 について も愛宕 氏の解説 に従 って紹介す る と、整屋 の人

で、万暦13年(1585)の 挙人である こと以外 は、あま り明 らかではない とい うことで

ある。本 書は万暦46年(1618)に 『石墨鏑華』を編 んだ直後 の採訪 の記録 で、全体 は

「遊終南」、「遊 九峻」、「遊城南」の3部 分 に分かれてい る。 「遊終 南」は、楼観台、祖

庭方面、 「遊 九山劉 は昭陵方面、「遊城南」は長安城 の南方、慈恩寺、興善寺 な どが 、お

もな舞台で ある。そ して、書かれてい るところに よれ ば長安 か ら拓本刷 りの名 工を呼

び寄せた とあるこ とか らもわか るよ うに、趙嬌 の関心の対象 の中心 は石刻、 とくに階

唐代の もの に対す るものであったか ら、石刻 に関す る記事が内容 の多 くを 占めている。

彼の住 まいが整屋県に あった こともあって、その足 はまず楼観台、 さらには祖庭へ

と向か う。 これ らの場所は全真教 の祖地 であ り、今 日でも多 くの石刻 を残す場所 であ

る。本書において も同地の金 元石刻へ の言及 が少 な くな く、多数の石刻が林立 し、蒙

古文字の もの も多数あった と述べ られ ている。残念 なが ら、趙嬌が具体的 に紹介 して

い るものは、趙 孟額の 「大元勅蔵御服碑」 な どごく一部 の書法の上で注 目され るもの

が中心で、すべての石刻 の名前 が挙 げ られ ているわけではないが、明代後半期 にお け

る現地の状況 を知 ることができ る貴重 な文献 である。 また、昭陵 をは じめ とす る他の

史蹟の部分において も、金元 の文物 につ いての記事が ある。

この よ うに本書で まず注 目され るのは、明代後 半期 にお ける石刻の状況の記述で あ

ることは言 うまで もないが、それ とともに、現代 では失 われて しまってい る文物への
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言及 も貴重 な資料 であ る、,そういった ものの一部 を紹介 してみ よ う。 まず、祖庭 重陽

宮龍虎殿 の至順 の壁記や 昭陵の孔頴達碑への至正の墨書の紹 介があ り、 また、文宇資

料ではないが、楼観 七真殿や 、城南 百塔寺 に元代の壁画が残 されてい ることが述べ ら

れてい るが、これ らも今 日では ど うなってい るであろ うか、,草堂寺へ行 ってはいて も、

元朝 史研 究者 には有名な闊端 太子 令旨碑への 言及はない よ うに、趙嬌の関心の 中心は

唐 代にあ るか ら、悉皆的な記録 と しては期待で きないが、それ で も貴重な記録 であ る。

私が ここで本書を紹 介 しよ うと考ズたのには、い くつかの理 由があ る。1つ には、

今回の我 々の共同研 究にお いては、石 刻その ものが研 究の対象であ るこ とは言 うまで

もないが、その現況(管 理状況、所在場所の環/参孟、さらには所在地の変化)な どの把握 と

記録 について も、作業 の対 象 として 重視 してい るこ とがあ る/,今 回、愛宕氏に よって

これ らの文献 が訳 出 され た ことによって、 一部 では ある として も西安周辺地城の元代

石刻 の明代 後 半期 における状 況を知る ことが で きた意味は 大きい と考 えてい る、、さら

に、上に も書 いたよ うに、愛宕氏 はこれ らの 史蹟 での 自身の 見聞 を注記 において述 べ

てお られ 、現状 の記録 ともなってい盗、 さらに、本書には愛宕氏 自身が撮影 された写

真 が多数掲載 され ているが、その 日付 を見る と、1995年 に撮影 され た ものが多い,中

国における文物 の撮影 に対す る規制は 、近年 にな って よ り厳 しくなってい るか ら、 こ

れ らの写真 は貴重 な もので ある と言えよ テ/

次に、趙嬌 の遊記 のよ うな明代の文献の金 元史料研 究にあたっての有用性 の認識 で

ある,,明 清以降 の文献 の金元(あ るいは南宋)史 料研 究への活川 については、筆者 もい

ささか関心 を有 し、石刻 書は もとよ り、地方志、寺観 祠廟志 な どへ と対象を拡 大 して

きたが、 このよ うな資料群が存在す ることを、本書に よってあ らためて教 え られた。

こ うした資料 は、愛宕氏が本書で実現 されてい るよ うに、現地 におけ る現状 の把握 と

相侯 って、そ の価値が よ り発揮 され る。 本書の注 目すべ き点 はま さにそこにある。

昨今 の中国の文物 をめ ぐる環境 を考 えると、愛宕氏の調査 の後に も資料 を取 り巻 く

環境 に変化が生 じて いるや も しれず 、近年に この地 を訪れ たメンバー に執筆 を依頼す

るのが望 ま しい とも思 ったが、で きるだけ早 く本誌 で紹介 したい と考 えたた め、森 田

が筆 を とった,,蕪 雑であ るか と思 うが、 ご寛恕 を乞 うC)
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